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　 江別市かわま ち づく り 計画で は旧岡田倉庫の移転工

事が完了し 、 次に旧岡田住宅の改築を 進めて いま す。

今後は堤防周辺を 含め、 イ ベン ト を 開催する な ど し て

賑わいを 作っ て いき たいと 考え て いま す。

　 道の駅の建設に は約 2 万 4 0 0 0 ㎡の土地が必要で

あ り 、 江別駅周辺で は土地を 確保する こ と が難し い

と 考え て い ま す。 し かし 、 市内に お い て 道の駅を 建

設する 構想に つ い て は、 今後も 検討を 続け て ま い り

ま す。

要 望

　 北海道日本ハムフ ァ イ タ ーズフ ァ ーム誘致に あ た

り 、 地域住民と の交流や教育的価値を 目指し 、 地元に

密着し た施設運営を 要望し ま す。

回 答

　 場所も 含め何も 決ま っ て い な い のが現状で す。 必

要な 施設や面積な ど 全体の規模がはっ き り し て い な

い こ と から 、 現段階で は市内複数箇所で の実現可能

性について 内部で 検討を 進めて いま す。
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＜テーマ　 高齢化を 見据えた生活圏交通網と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   除排雪について＞

要 望

　 人口減少及び高齢化が進む中で、 持続可能な 公共交

通ネッ ト ワーク の構築に向けた市と し て の計画を 知り

たいで す。

　 除排雪について 、 今後も 市民・ 事業者・ 行政の三者

協働を 維持でき る のか、将来像について伺いたいです。

回 答

　 公共交通及び除排雪のいずれにおいて も 、 乗務員の

高齢化や人手不足の状況にあり 、 若い人材の確保が課

題と な っ て いま す。

　 公共交通に つ いて は、 市と し て バス 事業者に 対し て

補助金を 交付し て い る も のの、 乗務員だ け で な く 乗客

の数も 減少し て おり 、 燃料費の高騰も 相ま っ て、 路線

の維持が一層難し く な る も のと 考え て いま す。 今後も

「 江別市地域公共交通活性化協議会」 にお いて、 公共

交通の維持に向けた方策について 協議を 続けて ま いり

ま す。

　 ま た、 バス 路線がな い江北地区と 豊幌地区において

は、 地域の方々が主体と な っ て、「 江別市地域公共交

通活性化協議会」 を 設置し 、 予約運行の「 デマ ン ド 型

交通」 を 導入し て いま す。 今後、 他地区への導入可能

性について 検討し ていき たいと 考えて いま す。

　 除排雪について は「 雪対策基本計画」 に基づき 、 市

民・ 事業者・ 行政によ る 協働を 基本と し て 実施し て い

ま す。

　 事業者に対し て は、 市保有の除排雪の機械を 大き く

する こ と で 効率化を 図る と と も に、 従事者の高齢化や

人手不足への対応に向けた資格取得支援事業等を 行っ

て いま す。 除排雪の効率化と 人材の確保について、 引

き 続き 検討し てま いり ま す。

＜テーマ　 主な道路公園の整備について＞
要 望

　 学園通り の先の白樺通り と 8 丁目を 結ぶ野幌町 4 8

号道路の拡幅計画を 聞き たいで す。

　 南大通の上江別から 東野幌にかけて の 1 km の未整

備区間の整備に向けた状況を 説明し て ほし いで す。

　 湯川公園の水辺に お い て、 ポ ン プ の故障に よ り 水

がた ま り 悪臭がし て い る ほか、 階段や橋の腐敗・ 破

損に よ っ て 危険な 状態に な っ て い る た め、 修理を 要

望し ま す。

回 答

　 野幌町 4 8 号道路について は、 野幌団地の廃止に合

わせて、 現在の片側歩道を 両側歩道にし 、 車道も 広く

する 計画で す。 国の交付金が採択さ れた場合、 令和 8

年度に白樺通り 側から の着工を 予定し て いま す。 拡幅

には、 地権者の方々の協力が必要で すので、 丁寧に説

明し な がら 進めて いく 所存で す。

　 南大通の未整備区間について は、 高低差や軟弱地盤

な ど の課題がある ため、 北海道によ る 整備を 要望し て

き ま し た。 今年は水害時の避難に必要な 命を 守る 道路

で ある こ と を 強調し 、 早期着工を お願いし て いる 状況

で す。 現在、 道道昇格に向けて 協議を 進めて いま す。

　 公園施設について は、「 江別市公園施設長寿命化計

画」 に基づき 、 計画的に整備を 進めて いま す。 湯川公

園の水辺散策路について は、 一括で 修繕する こ と は財

政的に難し いと 考え て いま すが、 景観を 損な わないよ

う 令和 8 年度以降部分的な 修繕や撤去を 順次実施し 、

維持管理に努めて ま いり ま す。 今後の市内の公園のあ

り 方を 検討する 委員会を 立ち 上げ、 その中で 大規模な

公園の整備方針について も 検討いたし ま す。

        

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

市から のお知ら せ

【 1 】証明交付窓口における キャ ッ シュ レ ス決済の開始

【 2 】FM ラ ジ オで江別市の魅力を 伝える 情報番組を 放送中

【 3 】マ イ ナ救急実証事業の実施

【 4 】旧指定ご み袋の再販売

【 5 】特殊詐欺被害の増加
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　 令和 7 年度えべつ地域活動運営セミ ナー

「 令和の自治会へアッ プ デート 」 を 開催し ま し た！

　 令和 7 年３ 月に開催し た「 自治会

活動研修会 vo l .2 」 で講演いただいた

株式会社 KITABA  代表取締役・ ま ち

づく り コ ーディ ネ ータ ーの酒本　 宏

さ んを 再び講師に迎え、 江別・ 野幌・

大麻の３ 地区で 講演と 課題解決に向

けたワーク ショ ッ プ を 行いまし た。

　 各地区で「 高齢化によ る 役員の担

い 手不足」、「 自治会活動への参加者

が少ない」 と いっ た課題が挙げら れ、

ワ ーク シ ョ ッ プ で はグループ 内で 参

考にな る 事例を 発表する な ど 、 積極

的な意見交換が行われまし た。

　 他の自治会の方と 取り 組みや課題

を 共有する こ と で 自身の自治会運営

の参考にし た り 見直すき っ かけにも

なっ たよ う です。

　 参加者から は、「 事例紹介し ていた

内容を 実際にやっ て みよ う と 思う 」、

「 LIN E を 活用し て デジ タ ル化し たい」

と の声があ り 、 役員会で セ ミ ナ ーの

内容を 共有し て いた 自治会も あり ま

し た。

　 令和 7 年 1 1 月 2 1 日（ 金） 江別市民会館 3 7 号室において、

令和 7 年度貢献賞授賞式が開催さ れ、 自治振興の分野におい

て多大な尽力を さ れたと し て、下記 2 名の方が表彰さ れまし た。

村 瀬　 脩 さ ん　 　 　 　 内 田　  悟 さ ん

　 村瀬さ んは、 平成 2 3 年から 令和 7 年まで、 江別市自治会連

絡協議会会長、 副会長、 理事を 務めら れたほか、 野幌代々木町

花園自治会会長や野幌地区自治会連絡協議会会長を 永年務め

ら れまし た。

　 内田さ んは、 平成 7 年から 令和 7 年ま で、 江別市自治会連

絡協議会理事や第一町内会長、 副会長を 永年務めら れまし た。

　 おめでと う ございます。

1 0 月2 日（ 木）　 大麻公民館

1 0 月1 7 日（ 金）　 中央公民館

1 0 月2 4 日（ 金）　 野幌公民館

村 瀬　 脩 さ ん

内 田　  悟 さ ん
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東野幌本町第一自治会　

会　 長　 　 井　 澤　 明　 宏

　 新年あけまし ておめでと う ございます。 東野幌本町第一

自治会は JR 野幌駅の南側に位置する 東野幌本町の北側約

半分と 白樺通を 挟んだ野幌若葉町の一部で構成さ れてお

り 、 会員数は約 4 1 0 世帯です。

　 当自治会は昭和 4 1 年（ 1 9 6 6 年） 5 月に「 野幌第一町

内自治会」 と し て発足し 、 今年 6 0 周年を 迎える 歴史ある

自治会です。 最近は移住などで若い世代の方も 増えてき て

おり 、 幅広い年代が共に暮ら す地域であるこ と から 、 それ

に合わせた活動を 活発に行っ ています。

　 地域の安全や環境を守る活動と し て、 防犯灯管理、 野幌

若葉小学校見守り 隊活動、花壇植栽活動、自治会排雪など。

　 交流活動と し て、 新年会、 歩こ う 会、 ラ ジオ体操、 長寿

を 祝う つどい、 文化祭、 ク リ スマス会など。 そし て様々な

行事の中で最も 参加者が多いのが 8 月の自治会盆踊り で

す。 区域内の２ つのマンショ ン自治会（ ロイ ヤルシャ ト ー

野幌・ のっ ぽろ シティ ハウス） と 合同開催し ており 、 令和

7 年（ 2 0 2 5 年） は 2 日間で延べ約 5 4 0 名が参加。 子供

盆踊り では事前に練習を 重ねた子供たちが代わるがわる太

鼓をたたき ます。

　 それら の活動の拠点と なっ ているのが東野幌本町第一自

治会館。 初代会館は昭和 6 3 年（ 1 9 8 8 年）、 会員の建設

協力金等で建てら れ、 平成 2 5 年（ 2 0 1 3 年） 野幌駅南通

整備事業と の関係で現在の位置に移転新築と なり まし た。

自前の会館運営は大変ですが、 若い世代の方々から 「 将来

の自治会活動のためにも 会館の維持管理が必要」 と の声が

上がり 、 今年度「 会館修繕委員会」 を 立ち上げ、 検討を開

始し ています。

　 コ ロナ禍でなかなか行事ができ なかっ たと

き に、 少し でも 会員の交流を し よ う と 令和 2

年（ 2 0 2 0 年） 6 月に創刊さ れたのが「 東野

幌本町第一自治会だよ り 」。 以来毎月発行さ

れ、今月で 6 8 号と なり まし た。自連協のウェ

ブサイ ト にも 公開し ていますので、 どう ぞご

覧く ださ い。

自治会活動掲示板
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